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ま え が き

公立高等学校の入学者選抜学力検査問題については，入学者の選抜に際し極めて重

要な資料となることから，中学校学習指導要領の趣旨に，より即する出題内容となっ

ているかについて継続的な調査研究に取り組み，出題方法の工夫や改善に努めてきた

ところである。

本報告は，平成30年度宮城県公立高等学校入学者選抜における前期選抜（平成30年

1月31日実施）及び後期選抜（平成30年3月6日実施）のそれぞれの結果について，以

下の二点を目的として，分析及び考察を示したものである。

１ 検査問題の妥当性を検証し，今後の内容・形式等の改善に役立てる。

２ 受験者の学習成果の実態を明らかにし，県下中学校の学習指導上の課題を考察

し，改善の指針を示す。

分析に当たっては前期選抜の全日制課程受験者の中から200人，後期選抜の全日制

課程受験者の中から400人を抽出し，それぞれの答案を標本として，教科ごと，小問

ごとの正答及び誤答等を分析し考察した。また，小問ごとに，正答率に加え得点率も

示した。さらには，抽出標本を中学校の学習成果をもとに三つの階層に分類し，それ

ぞれの得点率も示し，今後の学習指導の参考となるように努めた。

本報告が中学校，高等学校はもとより，多方面で活用されることを願うものである。

平成30年８月

宮城県教育委員会 教育長 髙 橋 仁
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Ⅰ 受験状況

表１に今年度前期（連携型を含む）及び前年度前

期の学力検査の全教科受験者数を示す。

表１ 学力検査受験者数

年度 全日制 定時制 計

平成30年 8,180 213 8,393

平成29年 7,998 196 8,194

Ⅱ 出題の基本方針

中学校学習指導要領に示されている目標や内容を

踏まえ，基礎的・基本的なものを重視するとともに，

思考力，判断力，表現力及び知識・理解等を総合的

にみることをねらいとした。

また，各教科とも履修学年や分野・領域，難易度

のバランス，問題の分量について配慮し，受験生の

多様な力を的確に捉えることができるように工夫し

た。

Ⅲ 学力検査の結果（全日制受験者）

１ 総 点

全教科受験者の総点について，表２に度数分布

表を，図１に相対度数分布図を示す。

表２ 総点の度数分布表

得点区分
平成30年度 平成29年度

人数 割合(％) 割合(％)

0～ 50 94 1.1 2.6

51～100 1,166 14.3 14.5

101～150 2,348 28.7 21.5

151～200 2,371 29.0 26.9

201～250 1,911 23.4 27.9

251～300 290 3.5 6.6

計 8,180 100.0 100.0

図１ 総点の相対度数分布図

２ 各教科の成績

表３に各教科の受験者と合格者の平均点と，前

年度の受験者の平均点を示す。
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表３ 各教科の平均点

教科 国語 数学 英語 総点
区分

受
平 均

62.4 48.4 49.7 160.5

験
(53.0) (50.8) (63.3) (167.1)

最 高 98 95 100 284

者 最 低 3 0 0 10

合 格 者 63.8 49.2 50.8 163.7

（ ）内は前年度の平均点

３ 各教科の得点分布

今年度及び前年度の国語，数学，英語の得点の

相対度数分布図を，以下に示す。

図２ 国語

図３ 数学

図４ 英語
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Ⅳ 各教科の分析

１ 標本の抽出

分析等の調査は，抽出した標本によって行った。

標本については，まず全日制の学校・学科の中

から学力検査総点の受験者平均点をもとにして25

校・学科を抽出し，さらに調査書総点ごとのバラ

ンスに留意して合計200人を抽出し標本とした。

２ 分析の方法

小問ごとに正答率（完全正解の割合），無答率

を算出し，得点率（配点に対する平均点の割合）

も算出した。加えて，標本を調査書総点をもとに

三つの階層に分け，それぞれの階層別の得点率も

算出した。さらに，誤答例・誤答傾向について，

できるだけ詳細に取り上げ，分析を行った。

３ 各教科の分析結果の概況

国語 平均点 62.4点（前年度比 ＋9.4）

語句の意味や展開を捉えて文章を読むこと，目的

に応じて適切に書くことに課題

話すことに関する事項，言葉の特徴やきまりに

関する事項は正答率が高く，知識の定着が見られ

る。その一方で，語句の意味や表現の工夫を的確

に捉える問題，文脈に即して読み取り，適切に表

現する問題での得点率が低い。記述問題での無答

率も高く，解答しても展開を踏まえずに本文中の

表現を抜き出すだけのものが多かった。語句の意

味を的確に捉えて読むことや，読み取ったことを

整理して適切に書くことに課題が見られる。

読み取る力を育むためには，様々な文章に触れ

させて語彙力を高めさせ，語句の意味や表現の工

夫を正確に押さえて，構成や展開を丁寧にたどら

せる指導の工夫が必要である。また，目的に応じ

て話したり書いたりする活動を通して，相手に伝

わるように適切に表現する力を育てる指導が求め

られる。

数学 平均点 48.4点（前年度比 －2.4）

具体的な状況を式で表現し数学的に処理する

力，既習事項を基に多面的に考える力に課題

基礎的な数と式の計算，確率の問題については

得点率が高く，定着が図られていると考えられる。

一方，「関数」領域と「図形」領域の正答率が

低く，課題が見られた。

「関数」領域では，二つのグラフの交点か

ら数量を読み取る力は身に付いているが，一

次関数の式を用いて正確な値を計算する力が

定着していないことが課題としてあげられる。

「図形」領域では，線分の長さや面積を求

めるために図形の特徴を捉える力が必要であ

る。相似な三角形の発見や補助線などの活用

を通して，図形を多角的に考察する活動の充

実が望まれる。

英語 平均点 49.7点（前年度比 -13.6）

語のつながりに注意して英文を構成する力，内容

を的確に読み取り説明する力に課題

コミュニケーション活動の中で用いられる基礎

的な表現の定着がみられ，会話の流れをつかむ問

題の正答率は高かった。一方で，関係代名詞や前

置詞を含む整序問題では，文法知識の定着が不十

分であり，得点率が低かった。また，まとまった

英文における指示代名詞の内容を説明する問題で

も，適切に表現することができていない。英作文

においては，３文程度の内容につながりのある英

文を書くことに，力の差が見られた。

語のつながりや基本的な文構造に関する知識な

どを身に付けさせるとともに，内容を把握するた

めの発問を工夫し，口頭ではもちろんのこと，書

いて表現させることで，読解力・表現力を向上さ

せる必要がある。また，身近な場面の出来事や体

験について，自分の考えや気持ちを英語で表現す

ることを繰り返し，相手に正しく意図が通じるよ

うな表現力を育成することが求められる。

各教科の詳細については，24～26ページの２結

果の考察に示す。

前 期
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前 期

国 語 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 正 答 と 配 点

問 題 番 号 正 答 配 点

問 一 ア ２

(一) 出来上がっていく ２
第 問二

(二) ウ ２

問 三 (例) 全体演奏の生の迫力に圧倒されたから。 （18字） ４
一 24

問 四 イ ３

問 五 エ ３
問

(例) 楽譜にそって演奏するので精一杯なのは自分だけでないことを確かめ、
問 六 ５

安心したい気持ち。 （41字）

問 七 ウ ３

(一) ウ ２
問一

(二) エ ２
第

問 二 イ ２

Ａ （正解なし） ３
二 問三 24

Ｂ 撮影と制作 ３

問 四 (例) ことばによって正確に判断し認識する （17字） ４
問

問 五 ウ ３

(例) 作品に込められた写真家の意図や思いを、写真を見るだけではっきりと
問 六 ５

感じ取れるということ。 （43字）

問 一 ア ２

第 問 二 エ ２

問 三 イ ３
三 18

問 四 (例) 普通のほうれんそうの糖度や、いろいろな野菜や果物の糖度 （27字） ４

問 問 五 (例) 最もおいしい時期に入ります （13字） ４

問 六 ウ ３

① あこが（れ） ② あお（ぐ）

③ けんしょう ④ いつざい
第 問 一 16

⑤ 群（れ） ⑥ 暮（れて）

⑦ 宝庫 ⑧ 博覧
四 24

問 二 ウ ２

問 三 なおいとおかし ２
問

問 四 五 ２

問 五 イ ２

問 一 イ ２
第

問 二 無レ 所レ 不レ 至 也 。 ２
五 10

問 三 而 ２
問

問 四 (例) 毎日休まずに、長く続けていく （14字） ４

国　語 正 答 と 配 点＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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正答率　→　　　　　　　　　　　　　　　　　←　無答率 得点率 調査書総点別得点率　（a:135～121点 b:120～94点 c:93～27点）
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国 語 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 正 答 と 配 点

問 題 番 号 正 答 配 点

問 一 ア ２

(一) 出来上がっていく ２
第 問二

(二) ウ ２

問 三 (例) 全体演奏の生の迫力に圧倒されたから。 （18字） ４
一 24

問 四 イ ３

問 五 エ ３
問

(例) 楽譜にそって演奏するので精一杯なのは自分だけでないことを確かめ、
問 六 ５

安心したい気持ち。 （41字）

問 七 ウ ３

(一) ウ ２
問一

(二) エ ２
第

問 二 イ ２

Ａ （正解なし） ３
二 問三 24

Ｂ 撮影と制作 ３

問 四 (例) ことばによって正確に判断し認識する （17字） ４
問

問 五 ウ ３

(例) 作品に込められた写真家の意図や思いを、写真を見るだけではっきりと
問 六 ５

感じ取れるということ。 （43字）

問 一 ア ２

第 問 二 エ ２

問 三 イ ３
三 18

問 四 (例) 普通のほうれんそうの糖度や、いろいろな野菜や果物の糖度 （27字） ４

問 問 五 (例) 最もおいしい時期に入ります （13字） ４

問 六 ウ ３

① あこが（れ） ② あお（ぐ）

③ けんしょう ④ いつざい
第 問 一 16

⑤ 群（れ） ⑥ 暮（れて）

⑦ 宝庫 ⑧ 博覧
四 24

問 二 ウ ２

問 三 なおいとおかし ２
問

問 四 五 ２

問 五 イ ２

問 一 イ ２
第

問 二 無レ 所レ 不レ 至 也 。 ２
五 10

問 三 而 ２
問

問 四 (例) 毎日休まずに、長く続けていく （14字） ４

国　語 正答率・無答率・得点率・その他＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－ 11 －

　前　期　



数　学 問 題＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－ 12 －

　前　期



－ 13 －

　前　期　



－ 14 －

　前　期



－ 15 －

　前　期　








































真弓さんは，番速い人から数えて人目であり，一方，秒以上秒未満の人数は人で，

秒以上秒未満の人数は人である。したがって，真弓さんの記録は秒以上秒

未満の階級に入っている。

△と△において

は共通 … ①

円の半径だから

＝ … ②

円の接線は，接点を通る半径に垂直だから

＝＝ … ③

①，②，③より，直角三角形で，斜辺と他の辺がそれぞれ等しいから

△△











前 期

数 学 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 正 答 と 配 点

問題番号 正 答 配 点

１  ３

２ ３
第

３  ４

４ （例）  ４

５ ４    34
一

６ ４

７ ４

問
８ ４

９  ４［度］

(1) ３
１

［円］

(2)  ４第 ［円］

(1)  ３［秒］

２
(2)

（例）

５
二 30

(1) ４［㎝3］
３

問 (2) ４［㎝］

(1)   ３
４

(2) ４

１ ３［㎏］

第

２ ４
三 16

問
  ４３ ［分］ ［秒後］

［㎏］４ ５

（例）

第

１ ６

四 20

(1) ［㎝］ ４

２ (2) ５
問 ［㎝］

(3) ５［㎝］

数　学 正 答 と 配 点＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－ 16 －

　前　期



************************************* 正答率，無答率，得点率，その他

正答率　→　　　　　　　　　　　　　　　　　←　無答率 得点率 調査書総点別得点率　（a:135～121点 b:120～94点 c:93～27点）

96.5%

91.5%

92.4%

83.8%

71.1%

59.9%

56.5%

72.0%

46.5%

49.7%

27.5%

74.0%

36.2%

32.5%

4.5%

76.7%

16.0%

36.0%

94.0%

29.0%

0.5%

46.1%

69.5%

2.5%

0.0%

47.7%

問題

数　学

計

正答率：完全正解の割合　　　得点率：配点に対する平均点の割合

1

第
一
問

2

3

8

7

6

5

4

9

(2)

(1)

(2)

(1)

(1)

(2)

(1)

(2)

第
三
問

3

2

1

4

第
二
問

1

4

3

2

第
四
問

1

2

(3)

(2)

(1) 69.5% 5.0%

96.5% 0.0%

36.1%

68.5%

87.5%

c

b

a

64.2%

70.7%

82.1%

c

b

a

82.6%

99.6%

100.0%

c

b

a

83.7%

98.3%

96.4%

c

b

a

93.0%

98.3%

100.0%

c

b

a

91.5% 0.5%

83.0% 2.0%

70.0% 9.0%

59.5% 0.0%

56.5% 3.0%

92.0% 0.0%

72.0% 2.5%

46.5% 6.5%

47.0% 12.0%

27.5% 33.5%

72.0% 3.0%

15.0% 5.5%

32.5% 19.0%

4.5% 40.0%

76.5% 5.0%

16.0% 47.0%

36.0% 5.5%

94.0% 3.5%

29.0% 19.5%

0.5% 55.0%

25.5% 9.0%

2.5% 27.0%

0.0% 75.0%

32.9%

51.7%

66.2%

c

b

a

27.9%

75.9%

80.4%

c

b

a

52.3%

81.0%

92.9%

c

b

a

30.2%

50.0%

67.9%

c

b

a

18.6%

54.6%

92.3%

c

b

a

3.5%

22.4%

69.6%

c

b

a

53.5%

84.5%

94.6%

c

b

a

28.8%

42.1%

41.4%

c

b

a

10.5%

31.0%

67.9%

c

b

a

0.0%

1.7%

14.3%

c

b

a

54.7%

87.9%

98.8%

c

b

a

9.3%

10.3%

32.1%

c

b

a

1.2%

41.4%

83.9%

c

b

a

88.4%

98.3%

98.2%

c

b

a

4.7%

22.4%

73.2%

c

b

a

0.0%

0.0%

1.8%

c

b

a

22.3%

53.7%

74.7%

c

b

a

45.4%

82.8%

92.9%

c

b

a

0.0%

3.5%

5.4%

c

b

a

0.0%

0.0%

0.0%

c

b

a

68.6%

92.2%

98.2%

c

b

a

数　学 正答率・無答率・得点率・その他＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－ 17 －

　前　期　



英　語 問 題＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－ 18 －

　前　期



－ 19 －

　前　期　



－ 20 －

　前　期



－ 21 －

　前　期　



前 期

英 語 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 正 答 と 配 点

問 題 番 号 正 答 配 点

(1) エ ２
１

(2) イ ２

(1) イ ２
第 ２

(2) ウ ２

一 (1) ア ２ 18
３

(2) エ ２
問

① オ ２

４ ② ア ２

③ エ ２

(1) イ ２

第 １ (2) ア ２

(3) エ ２
二 15

(1) （例）festivals ３

問 ２ (2) （例）remember ３

(3) （例）invite ３

１ イ ３

第 ２ ウ ３

３ from the message she wrote to ４
三 21

４
（例）顔や声やジェスチャーがないと，その人がどのように感じているのか理解する

４のが難しいということ。
問

５ （例）It is to talk face to face when she has to say somthing important. ４

６ イ ３

１ ウ ３

２ are designed to make people's lives ４

第 ３ イ ３

四 ４
（例）その町の農家の人々が，自分たちの家を建てるための材木用に，自分たちの

４木々を使うことができること。 27

問
５ カ ３

６ （例）Because they protect his house from a strong northwest wind. ４

７ ウ エ ６

１ between ３

第 ② （例）your favorite subject ４
２

19五 ③ （例）Where do you eat ４

問 （例）We eat our school lunch in the classroom. We can eat delicious food such
８３ as curry. It is nice to have school lunch with my classmates.

英　語 正 答 と 配 点＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－ 22 －

　前　期



************************************* 正答率，無答率，得点率，その他

正答率　→　　　　　　　　　　　　　　　　　←　無答率 得点率 調査書総点別得点率　（a:135～121点 b:120～94点 c:93～27点）

100.0%

71.5%

60.5%

42.5%

76.5%

47.0%

87.0%

80.5%

88.0%

76.5%

69.0%

91.0%

30.5%

37.2%

25.2%

27.5%

58.5%

11.8%

43.1%

29.0%

55.5%

37.5%

15.9%

81.5%

36.2%

69.0%

18.6%

70.3%

19.5%

24.3%

30.9%

37.8%

46.7%

1

②

③

3

2

3

4

5

6

7

4

5

6

1

2

(2)

(3)

1

2

3

(2)

(3)

(1)

(2)

①

②

③

2

3

4

問題

(1)

英　語

計

正答率：完全正解の割合　　　得点率：配点に対する平均点の割合

第
一
問

第
二
問

1

2

第
三
問

第
四
問

第
五
問

(1)

(2)

(1)

(2)

(1)

1

100.0% 0.0%

29.1%
44.8%

76.8%

c

b

a

53.5%
93.1%
94.6%

c

b

a

47.7%
60.3%

80.4%

c

b

a

51.2%
75.9%

98.2%

c

b

a

100.0%
100.0%
100.0%

c

b

a

71.5% 0.0%

42.5% 0.0%

76.5% 0.0%

47.0% 0.0%

87.0% 0.0%

60.5% 0.0%

80.5% 0.0%

88.0% 0.0%

76.5% 0.0%

69.0% 0.0%

91.0% 0.0%

17.5% 4.5%

36.5% 22.0%

24.5% 22.5%

27.5% 0.0%

58.5% 0.5%

11.0% 1.5%

31.0% 16.0%

12.0% 17.0%

55.5% 3.0%

37.5% 0.0%

15.5% 2.0%

81.5% 0.5%

21.1% 20.1%

69.0% 1.0%

10.5% 24.5%

50.5% 2.0%

14.0% 10.5%

19.5% 8.0%

21.5% 19.5%

3.5% 17.0%

28.2%
49.3%

72.4%

c

b

a

70.9%
98.3%
100.0%

c

b

a

60.5%
91.4%

100.0%

c

b

a

75.6%
94.8%

100.0%

c

b

a

59.3%
82.8%

96.4%

c

b

a

45.4%
79.3%

94.6%

c

b

a

82.6%
96.6%

98.2%

c

b

a

8.9%
22.4%

72.0%

c

b

a

8.5%
41.4%

76.8%

c

b

a

2.3%
31.6%

53.6%

c

b

a

26.7%
19.0%

37.5%

c

b

a

30.2%
63.8%

96.4%

c

b

a

0.0%
5.2%

36.6%

c

b

a

12.2%
47.4%

86.2%

c

b

a

6.1%
29.3%

63.8%

c

b

a

34.9%
53.5%

89.3%

c

b

a

23.3%
41.4%

55.4%

c

b

a

1.2%
12.1%

42.4%

c

b

a

66.3%
91.4%

94.6%

c

b

a

11.9%
39.7%

69.2%

c

b

a

47.7%
75.9%

94.6%

c

b

a

4.1%
13.8%

46.0%

c

b

a

51.2%
75.0%

94.6%

c

b

a

2.3%
17.2%

48.2%

c

b

a

7.9%
24.1%

49.6%

c

b

a

9.9%
40.5%

53.1%

c

b

a

18.3%
42.5%

63.0%

c

b

a

22.1%
41.4%

75.0%

c

b

a

前 期

英 語 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 正 答 と 配 点

問 題 番 号 正 答 配 点

(1) エ ２
１

(2) イ ２

(1) イ ２
第 ２

(2) ウ ２

一 (1) ア ２ 18
３

(2) エ ２
問

① オ ２

４ ② ア ２

③ エ ２

(1) イ ２

第 １ (2) ア ２

(3) エ ２
二 15

(1) （例）festivals ３

問 ２ (2) （例）remember ３

(3) （例）invite ３

１ イ ３

第 ２ ウ ３

３ from the message she wrote to ４
三 21

４
（例）顔や声やジェスチャーがないと，その人がどのように感じているのか理解する

４のが難しいということ。
問

５ （例）It is to talk face to face when she has to say somthing important. ４

６ イ ３

１ ウ ３

２ are designed to make people's lives ４

第 ３ イ ３

四 ４
（例）その町の農家の人々が，自分たちの家を建てるための材木用に，自分たちの

４木々を使うことができること。 27

問
５ カ ３

６ （例）Because they protect his house from a strong northwest wind. ４

７ ウ エ ６

１ between ３

第 ② （例）your favorite subject ４
２

19五 ③ （例）Where do you eat ４

問 （例）We eat our school lunch in the classroom. We can eat delicious food such
８３ as curry. It is nice to have school lunch with my classmates.

英　語 正答率・無答率・得点率・その他＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－ 23 －

　前　期　



前 期

国 語 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 出題のねらいと内容，結果の考察

１ 出題のねらいと内容
「話すこと・聞くこと」，「書くこと」及び「読む

こと」の３領域と〔伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項〕について，基礎的・基本的な事項を踏ま
え，国語を適切に表現し正確に理解する力及び応用力
をみることをねらいとした。

第一問では，吹奏楽部に入部した３人の高校１年生
の交流を描いた文章を素材とし，叙述に即して，登場
人物の様子や心情などを豊かに読み取り，適切に表現
する力をみようとした。

第二問では，写真とことばとの関係について述べた
文章を素材とし，叙述に即して，書き手のものの見方
や考え方を的確に捉え，適切に表現する力をみようと

した。
第三問では，クラスでの報告会のリハーサルを素材

とし，言語についての知識を活用する力，目的や相手
に応じて説明の仕方を工夫し適切に表現する力をみよ
うとした。

第四問では，基礎的な漢字を読む力や書く力をみよ
うとした。また，行書の特徴，歴史的仮名遣い，文の
構造及び副詞についての知識・理解をみようとした。

第五問では，「慎思録」を素材とし，古典の基礎的
な事項の知識・理解を基に，内容を把握する力及び古
人のものの見方や考え方を的確に捉える力をみようと
した。

２ 結果の考察
＜第一問＞文学的な文章の読解
問二（一） 比喩を的確に捉えて読み取る力に課題

比喩表現が示している内容を捉える問題。何をた
とえたのか，本文中で説明している箇所はどこかを
的確に押さえ，内容の理解につなげる指導が必要で
ある。

問三 心情を表す表現に注意して読むことに課題
登場人物の心情を説明する問題。傍線部の表現の

意味を十分に捉えないまま，指定字数に合う表現を
抜き出す解答が多かった。語彙力を高めて言語感覚
を豊かにし，内容を的確に捉えられるようにしたい。

問六 読み取ったことを適切に表現することに課題
登場人物の心情を読み取り，説明する問題。得点

率は38.6％と低い。端的な疑問形を三つ重ねた表現
から，登場人物の気持ちを推し量り，説明すること
が十分にできていなかった。登場人物の描写や言動
を捉え，表現の工夫に注意して読み，読み取ったこ
とを整理し，何をどのように書くかを考えて表現す
る力を養う指導が求められる。

＜第二問＞説明的な文章の読解
問三・四 構成や細部の表現を読み取ることに課題

本文の表現を文脈に即して説明する問題。問三Ｂ
は違いを押さえて具体的に述べること，問四は「共
通性」を述べている部分を押さえ，指定字数内でま
とめることが求められた。得点率は問三Ｂ48.2％，
問四23.5％と低い。形式段落の関係を捉え，文章の
構成を押さえて内容を理解していく指導が求められ
る。問三Ａについては，問題の表現が不完全であっ
たため，受験生全員を正解とした。

問六 展開を踏まえて読み取ることに課題
文章の展開を踏まえて読み，適切に表現する問題。

無答率が高く，得点率は9.8％である。「見る者に
とって」「手応えを持つものとなる」とはどういう
ことか，「ことば化される」のは何についてなのか
が的確に読み取れていない。文章の展開を捉え，文

章全体との関係から内容を的確に読み取る力の育成
が求められる。

＜第三問＞話すこと・聞くことの理解
問四 目的に応じた材料を集めることに課題

必要な情報を把握し，適切に表現する問題。得点
率は40.6％で，分かりやすく伝えるために必要な材
料を考えて表現する解答が少なかった。目的に応じ
た材料は何かを考え，適切に判断して集める学習活
動の充実が望まれる。

問五 状況に応じて表現するための語彙力に課題
相手に応じて語句を分かりやすく言い換える問題。

「旬」をそのまま用いて解答するものが多く，表現
を変えて説明することができていない。状況に応じ
て適切に表現できるようにするために，様々な分野
の語句や表現に触れさせ，言語感覚を豊かにし，言
い換えたり表現を工夫したりする学習の充実が求め
られる。

＜第四問＞言語事項の理解
問一 漢字の知識・理解に課題

読み書き共に概ね正答率が高いが，③「顕彰」の
読みと⑧「博覧」の書きの正答率が低いことから，
既習の漢字の知識が十分身に付いていないこと，語
句自体を知らないことがうかがわれる。語彙力の向
上とともに，漢字の知識の定着を図る指導が必要で
ある。

＜第五問＞漢文の知識・理解
問四 古典に表れる考え方を捉えることに課題

本文全体の内容から，筆者の考えを捉える問題。
無答率は前年より6.5％下がったが，得点率は27.4
％で，書き下し文中の「久しければ」を十分に捉え
きれていない解答が多かった。表現を丁寧に押さえ
て読み進め，古典に表れたものの見方や考え方に触
れさせたい。

国　語 出題のねらいと内容・結果の考察＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－ 24 －

　前　期



前 期

数 学 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 出題のねらいと内容，結果の考察

１ 出題のねらいと内容
「数と式」，「図形」，「関数」及び「資料の活

用」の４領域について，基礎的な概念や原理・法則，
数学的な表現や処理の仕方，事象を数理的に考察し表
現する力及びそれらを活用する力をみることをねらい
とした。

第一問では，数と式についての基礎的な知識と計算
力，具体的な事象の中から反比例の比例定数を求める
力，起こり得る場合を順序よく整理し処理する力及び
円周角の定理の逆を活用する力をみようとした。

第二問では，条件から連立方程式を立式し処理する
力，度数分布表から必要な情報を読み取り，記録が入
る階級についての根拠を説明する力，与えられた空間
図形について視点を変えながら観察し論理的に考察す
る力及び関数   2 のグラフの対称性を理解し，

文字を用いて二つの図形の面積の関係を式に表現し処
理する力をみようとした。

第三問では，２台の精米機を題材とし，関数的な見
方や考え方を活用して，伴って変わる二つの数量関係
を式やグラフに表現する力及び複数の条件を組み合わ
せて論理的に考察し適切に処理する力をみようとした。

第四問では，二つの直角三角形が合同であることを
論理的に考察し適切に表現する力，三平方の定理を活
用して線分の長さを求める力，円や円周角に関する基
礎的な知識を活用して相似な二つの三角形を見いだし，
相似比を用いて線分の長さを求める力及び三角形の合
同や平行線の比など複数の図形の性質を組み合わせて，
論理的に問題を解決する力をみようとした。

２ 結果の考察
＜第一問＞基礎的な計算，基礎事項についての問題

乗法公式を用いて根号を含む式を計算する力，関数
の式から点の座標を求め，問題を解決する力に課題

６ 根号を含む式を計算する際に，乗法公式を正しく
活用しなかったと推測される誤答が目立った。乗法
公式を正確に理解した上で，根号を含む式を効率よ
く計算できるような指導の工夫が望まれる。

７ 問題文中に現れる数字から二つの関数のグラフの
交点の１つの座標が（，）であると考えて求めた
と思われる誤答が最も多く誤答者の約３割を占めた。
与えられた関数の式から点の座標を確実に求め，そ
れを問題の解決に適用する活動が必要である。

＜第二問＞４領域の基礎事項についての問題
資料から読み取れる情報を的確に表現する力，展開
図から立体の形状を判断する力に課題

２(2) 「真弓さんは最も速い人から数えて35人目」と
いう点にしか触れていない解答が全体の24.5％に上
った。「19.0秒以上24.0秒未満の人数が37人」まで
の言及にとどまり，真弓さんの記録が23.0秒未満で
はないことを説明しきれていない解答も目立った。
資料から読み取れる情報を，文章で的確に表現する
活動を積極的に取り入れることが大切である。

３ (1)については，正答率が32.5％と低く，三角錐
の体積の公式の間違いや，底面の三角形の面積の間
違いによる誤答が目立った。(2)は，無答率が40.0
％と高く，「点 から面 にひいた垂線」が三
角錐のどの部分を表すのか読み取れない受験生が多
かったと考えられる。展開図から立体の形状を正し
く捉えることと，前問で求めた三角錐の体積を活用
しながら，一つの図形を複数の視点から考えること
で問題を解決する習慣を，学習活動の中で身に付け
させることが求められる。



＜第三問＞一次関数の活用に関する問題
条件から関数の式を立て，問題を解決する力に課題

１ 得点率で見ると，a層が83.9％であるのに対し，b
層が41.4％，c層が1.2％と低く，大きな差が出た。
問題文にある数値から安易に比例式を立てて求めた
誤答が目立った。また，グラフからおおよその見当
を付けて ㎏とする誤答も多く見られた。

２ 直線の交点を考える際に，直線の式を用いず，図
から  分  秒とする誤答が多く見られた。条件を
正確に式で表現し，処理する力が不足していると考
えられる。一次関数で表される事象の変化を，グラ
フと式の両方で表すことができるように，具体的な
事象や場面との関わりの中で関数を学習させていく
指導の工夫が望まれる。

＜第四問＞図形の総合力についての問題
図形を論理的に考察し表現する力に課題

１ 仮定として示されていない事柄を用いた解答が多
く見られた。仮定から得られる事柄を整理しつつ，
筋道を立てて証明を構成する能力の育成が望まれる。

２ (2)は△ が正三角形であると思い込んだり，
△ において三辺の長さの比が :: である
と誤解したりしたことによる解答が目立った。安易
に図形の形状を推測せず，相似な三角形を見いだし
ながら推論し，順序立てて長さを計算することが求
められる。(3)は無答率が極めて高かった。適切な
補助線を引き，与えられた条件を整理しながら問題
を解決することが求められる。補助線等を活用して
図形を多面的に捉える習慣を定着させ，平行線の性
質や相似比，三平方の定理など複数の性質を活用し
ながら粘り強く考察する力を養いたい。

数　学 出題のねらいと内容・結果の考察＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－ 25 －

　前　期　



英　語 出題のねらいと内容・結果の考察＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

前 期

英 語 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 出題のねらいと内容，結果の考察

１ 出題のねらいと内容
「読むこと」，「書くこと」の２領域を中心に「聞

くこと」，「話すこと」の領域に触れながら，英語を
理解し英語で表現する力及びコミュニケーション能力
をみることをねらいとした。

第一問では，絵を見て，短い会話の内容を理解する
力，質問に対して適切に応答する力及び会話の流れを
読み取り，適切に応答するコミュニケーション能力を
みようとした。

第二問では，短い会話を通して，基本的な文法・語
法に関する知識・理解と語彙力をみようとした。

第三問では，顔を合わせて話すことの大切さに気付
いた高校生の英文を素材とし，ある程度の長さの英文
から，大切な部分を的確に捉え，全体的な内容を読み

取る力をみようとした。
第四問では，屋敷林についてのスピーチを準備して

いる高校生が，留学生にその内容を説明するという会
話文を素材とし，話がどのように展開しているのかを
理解する力，英文の流れに沿ってまとまった英文を構
成する力をみようとした。

第五問では，時間割の内容に関する，中学生と留学
生の会話を素材とし，基本的な英文を構成する力及び
自分の考えや気持ちなどを簡潔にまとめ，読み手に正
しく伝わるように適切な英語で表現する力をみようと
した。

２ 結果の考察
＜第一問＞基礎的・基本的なコミュニケーション能力

をみる問題
英語における基本的な音声の特徴を捉えること，会
話で用いる表現を適切に理解することに課題

２(2) 誤答の45％がイwatchingを選択していた。質
問に対する回答においては,重要な箇所を強く発音
するという音声の特徴を，言語活動を通して理解さ
せる指導が求められる。

３(2) 正答のHelp yourself.の意味の理解が不十分
であった。会話で用いられる定型表現を確実に定着
させるために，より多くの言語活動を授業において
展開することが求められる。

＜第二問＞基本的な言語の知識・理解をみる問題
正しい発音と綴りを関連付けること，文脈を理解し
て適切に表現することに課題

２ 会話の内容を理解した上で，空欄に入る単語を記
述する問題である。(1)festival(s)については，単
語を導き出すことはできているが，誤答の40％が綴
りの誤りだった。(3)inviteは，文脈から導き出す
ことができず無答率も22.5％と高い。発音と綴りを
関連付ける指導を大切にするとともに，文脈に応じ
た語彙選択が適切にできるよう，語彙知識を豊かに
する指導が求められる。

＜第三問＞ある程度の長さを持つ英文から，内容を的
確に読み取る力をみる問題
指示内容に沿って情報を的確に表現する力に課題

１ 誤答の70.3％がエeasilyを選択した。語彙知識が
不足していることが誤答の原因と考えられる。副詞
を活用しながら豊かな表現ができるように言語活動
を工夫する必要がある。

３ 全問題中で最も得点率が低く（得点率11.8％），
a層でも得点率が36.6％と低かった。関係詞節を見
抜くことができても，前置詞fromとtoの機能の理解
が浅いため, 正解を導き出すことができなかった。

関係詞節や前置詞を用いた表現に関わる言語活動を
重ね，より知識を定着させる指導が求められる。

＜第四問＞話の展開を理解する力，英文の流れに沿っ
てまとまった英語を構成する力をみる問題
内容を的確に読み取ることに課題

１ 誤答の43％が現在分詞を選択しており，過去分詞
と現在分詞の使い分けに課題がある。言語活動を通
して文法事項を定着させることが求められる。

４ 無答率が20.1％と高い。該当部分にあるtheirが
何を表すのかを記述できていない誤答が多く見られ
た。c層においては11.9％の得点率であり，説明箇
所を正確に読み取る力に差が見られる。指示語が何
を表すかを考えながら読む意識付けが必要である。

６ 全問題中で無答率が24.5％と最も高かった。誤答
のほとんどが本文中から該当箇所を抜き出すだけで，
文として答えを作ることができていない。内容を整
理しながら読解する力を育成するとともに，英問英
答では適切な文の形で答えられる指導が必要である。

＜第五問＞基本的な英文を構成し，自分の考えを適切
な英語で表現する力をみる問題
自分の考えを論理的に伝える文章作りに課題

２② 文脈に沿って適切な表現を記述する問題であっ
たが，whatを用いた疑問文がうまく作れず，24.3％
の得点率であった。a層においても正確な記述がで
きず49.6％の得点率であった。身近な表現を定着さ
せながら，文字として書くことで伝える力を育むこ
とが求められる。

３ 身近な給食の良さを自由に表現する問題で，意欲
的に解答に取り組んではいたが，得点率は37.8％で
それほど高くはなかった。「作られる(is made)」
「おいしい(delicious)」のような表現の表記ミス
が目立っていた。様々な話題で自分の考えを表現す
る活動を繰り返し，論理的に，分かりやすく伝える
力をさらに養成することが望まれる。

後 期

－ 26 －

　前　期



後 期

－ 27 －



Ⅰ 受験状況

表１に後期選抜における今年度及び前年度の学力

検査の全教科受験者数を示す。

表１ 年度別学力検査受験者数

年度 全日制 定時制 計

平成30年 11,040 242 11,282

平成29年 11,751 267 12,018

Ⅱ 出題の基本方針

中学校学習指導要領に示されている目標や内容を

踏まえ，基礎的・基本的なものを重視するとともに，

思考力，判断力，表現力及び知識・理解等を総合的

にみることをねらいとした。

また，各教科とも履修学年や分野・領域，難易度

のバランス，問題の分量について配慮し，受験生の

多様な力を的確に捉えることができるように工夫し

た。

Ⅲ 学力検査の結果（全日制受験者）

１ 総 点

全教科受験者の総点について，表２に度数分布

表を，図１に相対度数分布図を示す。

表２ 総点の度数分布表

得点区分
平成30年度 平成29年度

人数 割合(％) 割合(％)

0～100 241 2.2 2.7

101～150 793 7.2 7.5

151～200 1,303 11.8 11.9

201～250 1,780 16.1 14.5

251～300 2,098 19.0 16.3

301～350 2,102 19.1 17.7

351～400 1,671 15.1 17.7

401～450 960 8.7 11.0

451～500 92 0.8 0.7

計 11,040 100.0 100.0

図１ 総点の相対度数分布図
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２ 各教科の成績

表３に各教科の受験者と合格者の平均点と，前

年度の受験者の平均点を示す。

表３ 各教科の平均点

教科 国語 社会 数学 理科 英語 総点
区分

受
平 均

61.7 63.4 51.2 51.6 51.7 279.6

験
(60.8) (58.3) (45.4) (55.3) (64.0) (283.7)

最 高 98 100 95 100 100 478

者 最 低 1 0 0 3 0 31

合 格 者 62.6 64.4 52.1 52.5 52.7 284.2

（ ）内は前年度の平均点

後 期

－ 28 －

　後　期



３ 各教科の得点分布

今年度及び前年度の国語，社会，数学，理科，

英語の得点の相対度数分布図を，以下に示す。

図２ 国語

図３ 社会

図４ 数学
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図５ 理科

図６ 英語
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後 期

－ 29 －

　後　期　



Ⅳ 各教科の分析

１ 標本の抽出

分析等の調査は，抽出した標本によって行った。

標本については，まず全日制の学校・学科の中

から学力検査総点の受験者平均点をもとにして50

校・学科を抽出し，さらに調査書総点ごとのバラ

ンスに留意して合計400人を抽出し標本とした。

２ 分析の方法

小問ごとに正答率（完全正解の割合），無答率

を算出し，得点率（配点に対する平均点の割合）

も算出した。加えて，標本を調査書総点をもとに

三つの階層に分け，それぞれの階層別の得点率も

算出した。さらに，誤答例・誤答傾向について，

できるだけ詳細に取り上げ，分析を行った。

３ 各教科の分析結果の概況

国語 平均点 61.7点（前年度比 ＋0.9）

叙述に即して文章の内容や展開を捉え，適切に表

現する力に課題

漢字に関する事項及び話し合うことに関する事

項の問題の正答率が高いことから，知識の定着が

うかがえる。また，文章の内容についての選択問

題もよくできており，読み取る力がある程度養わ

れている。しかし，空欄補充問題では，前後の表

現を的確に捉えられず，適切とは言えない語句を

用いて解答したものが多かった。また，本文全体

の内容を捉えて記述する問題の無答率も高く，文

章の内容を読み取る力や，読み取った内容を適切

に表現する力が十分ではないと言える。

文章の内容や表現の仕方について考えさせる学

習活動を通して，筆者の主張や文章の展開を的確

に捉える力を身に付けさせたい。また，心情や抽

象的な概念を表す語句など，言葉についての理解

を深め，それらを適切に使用する場面を設定して，

語感を磨き語彙を豊かにする指導が求められる。

社会 平均点 63.4点（前年度比 ＋5.1）

基礎的な知識の活用や，複数の資料を読み取り，

関連付けて考察したり，表現したりする力に課題

問題総数，大問の小計は例年どおりである。昨

年度より，記述問題の得点率は低かったが，記号

・論述問題の得点率が高かったため，平均点は上

昇した。しかし，論述問題の正答率の平均は３割

台と低い。また，正答率が８割を超える問題数は

昨年度とほぼ同じである一方で，記述・論述問題

の無答率が上昇しており，二極化の傾向がうかが

える。基礎的・基本的な知識・理解の定着を図る

学習指導に加え，知識を活用した思考力・判断力

を要する問題にも取り組ませることが必要と考え

る。何を求められているのか，問題の意図を理解

することはもとより，複数の資料を読み取り，そ

れらを関連付けて考察し，適切に表現する力の育

成が今後も求められる。

数学 平均点 51.2点（前年度比 ＋5.8）

条件の意味を考察する力，式やグラフを活用し多

面的に考える力に課題

基礎的な計算力をみる問題や，基本的な知識を

問う問題では高い正答率となり，基礎的・基本的

な知識・技能の定着が図られていることがうかが

える結果となった。

一方，与えられた条件に沿って答えを検討する

力や，式やグラフなどを活用しながら既習の知識

と組み合わせて多面的に考察し，処理する力には

課題が残った。

事象を数理的に捉え，式やグラフなどと関連さ

せながら考察するといった数学的活動を充実させ

たい。正しい数学用語を用いて互いの考えを伝え

合う活動などを通して，論理的に物事を考察する

力を身に付けさせる指導が求められる。

理科 平均点 51.6点（前年度比 －3.7）

基礎的・基本的な知識の定着と，実験結果を基に

考察し，判断する力に課題

領域別の得点率(前年度比)は，物理領域45.7％

(-8.7)，化学領域43.5％(-6.4)，生物領域60.7％

(-5.1)，地学領域44.5％(-5.5)であった。

例年に比べると基礎的・基本的な知識を問う選

択問題の正答率がやや低かった。語句を記入する

問題や定性的な知識を問う選択問題の正答率も高

くなく，基礎的・基本的な知識の定着指導につい

ては，今後も一層の充実が求められる。

また，実験結果を基に思考・判断する力につい

ても課題が見られた。実験データを基に計算した

り，図や文章で表現したりする機会をより一層充

実させ，その結果を話し合う活動などを通して，

思考力，判断力，表現力の育成を目指す，きめ細

やかな指導が求められる。

英語 平均点 51.7点（前年度比 －12.3）

英文の内容を的確に読み取り，正しく表現する力

に課題

会話を聞いて内容を理解する力，質問などに対

して適切に応答する力をみる問題については，比

較的正答率が高く，基本的なコミュニケーション

能力の定着が見られた。

一方で，英文の内容を的確に読み取る力につい

ては課題が見られた。書き手が伝えようとする内

容を正確に読み取るためには，物語では大まかな

流れをつかみながら話の展開を読み取ること，説

明文では中心となる事柄を的確に捉えることを意

識した指導の工夫が求められる。

また，学習した語彙を使って情報や考えを伝え

る文章づくりにも課題が見られた。場面設定を明

確にした言語活動の中で，情報について説明した

り自分の考えを表現したりすることを通して，正

しく表現する力を身に付けさせることが求められ

る。

後 期

－ 30 －

　後　期



各教科の詳細については，64～68ページの２結

果の考察に示す。

後 期

－ 31 －

　後　期　
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－ 32 －

　後　期



－ 33 －

　後　期　



－ 34 －

　後　期
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